
１. あなたはこの修士学位プログラム（GIP-TRIAD）に興味がありますか？	

学生の過半数の学生が本プログラムに興味を示していることが伺えた。	

いいえ	
196名（39%）	

はい
303名（61％）	

有効回答 n=499

1-1．全学生	



ボルドー大学（フランス）
（有効回答60名）	

いいえ	
26名（43%）	 はい

34名（57％）	

国立台湾大学（台湾）
（有効回答107名）	

いいえ	
31名（29%）	

はい
76名（71％）	

筑波大学（日本）
（有効回答332名）	

いいえ	
139名（42%）	

はい
193名（58％）	

筑波大学とボルドー大学は同じ傾向を示した。	
国立台湾大学は興味を示した学生が多いことが伺えた。	

1-２．大学別	



サマープログラム出席者
（有効回答23名）	

いいえ	
10名（43%）	 はい

13名（57％）	

医療科学類
（有効回答119名）	

いいえ	
55名（46%）	

はい
64名（54％）	

生物資源学類
（有効回答190名）	

いいえ	
74名（39%）	

はい
116名（61％）	

それぞれの学類、プログラム出席者で同じような傾向を示した。	

1-３．筑波大学（学科別）	



「動物細胞実験法」	
出席者	

（有効回答35名）	

いいえ	
10名（29%）	

はい
25名（71％）	

医学院 （職能治療学系以外）	
（有効回答28名）	

いいえ	
12名（43%）	

はい
16名（57％）	

全球衛生中心	
（有効回答2名）	

いいえ	
1名（50%）	

はい
1名（50％）	

医学院 職能治療学系	
（有効回答16名）	

いいえ	
6名（38%）	

はい
10名（63％）	

「生物技術与智慧財産権」	
出席者	

（有効回答10名）	

いいえ	
1名（10%）	

はい
9名（90％）	

「生技産品創新研発与行銷」	
出席者	

（有効回答16名）	

いいえ	
1名（6%）	

はい
15名（94％）	

生物技術・生技産品・細胞実験などでGIP-TRIADに興味を持つ学生が多い傾向が伺えた。	

1-４．国立台湾大学（学科別）	



海外に行きたいと思わない	

言語（英語）に自信がない	

自分の興味、将来の希望職種	
と合わない	

修士に進学する予定がない	

7%（36名） 	

15%（76名）  	

9%（43名） 	

14%（71名）  	

海外に行くことに興味がある	

海外で働くことに興味がある	

自分の興味、将来の希望職種
と一致する	

45%（224名） 	

14%（71名）	

20%（101名） 	

２. 「いいえ」または「はい」と答えた理由を以下から選んでください。	

全学生の1/3以上の学生が、海外に行くことに興味があると回答している。
さらに、3つの大学で合計71名もの学生が興味や希望職種と一致している。	

（%）	 （%）	

いいえ （196名）	 はい (303名)	

2-1. 全学生	



海外に行きたいと思わない	

言語（英語）に自信がない	

自分の興味、将来の希望職種	
と合わない	

修士に進学する予定がない	

筑波大学

（74名）	 （55名）	 （26名）	

9% 	

20% 	

11%	

11% 	

3% 	

30% 	

海外に行くことに興味がある	

海外で働くことに興味がある	

自分の興味、将来の希望職種
と一致する	

（116名）	 （64名）	 （34名）	

47% 	

9%	

14% 	

(%)	

筑波大学と国立台湾大学は同じような傾向が伺えた。筑波大学は特に言語に自信がない学生が多かった。	
ボルドー大学は海外で働くことに興味がある学生が多く、自身の興味や希望と一致するかしないかはっきりしている傾向が伺えた。	

5% 	

7% 	

5%	

16% 	

7% 	

3% 	

国立台湾大学 ボルドー大学

59% 	

25%	

33% 	

(%)	

23% 	

35% 	

8% 	59% 	

いいえ

はい	

2-2. 大学別	



海外に行きたいと思わない	

言語（英語）に自信がない	

自分の興味、将来の希望職種	
と合わない	

修士に進学する予定がない	

生物資源学類

（74名）	 （55名）	 （10名）	

9% 	

18% 	

6%	

7% 	

4% 	

26% 	

海外に行くことに興味がある	

海外で働くことに興味がある	

自分の興味、将来の希望職種
と一致する	

（116名）	 （64名）	 （13名）	

51% 	

9%	

7% 	

17% 	

22% 	

(%)	

生物資源学類と医療科学類は同じような傾向を示したが、生物資源学類の方が海外渡航に興味を示す学生が
多い傾向が伺えた。サマープログラムの学生は、興味希望との一致しない学生が多い傾向が伺えた。	

8% 	

24% 	

19%	

14% 	

9% 	

9% 	

医療科学類
サマープログラム

出席者

45% 	

8%	

22%	

(%)	

51% 	 30% 	

いいえ

はい	

2-3. 筑波大学（学科別）	



海外に行きたいと思わない	

言語（英語）に自信がない	

自分の興味、将来の希望職種	
と合わない	

修士に進学する予定がない	

医学院	
（職能治療学系以外）	

医学院	
職能治療学系	

全球衛生中心	
「生物技術与智慧
財産権」出席者	

	
「生技産品創新研
発与行銷」出席者	

	

	
「動物細胞	

実験法」出席者	
	

（12名）	 （6名）	 （1名）	 （1名）	 （1名）	 （10名）	

海外に行くことに興味がある	

海外で働くことに興味がある	

自分の興味、将来の希望職種
と一致する	

（16名）	 （10名）	 （1名）	 （25名）	（9名）	 （15名）	

(%)	

(%)	

専門分野による違いはそこまでなかった。	
ただし、医学院職能治療学系は、希望と一致する学生と一致しない学生の両方が多い傾向が伺えた。	

いいえ

はい	

18% 	

11% 	

7%	

18% 	

6% 	

31% 	

50% 	 3% 	

17% 	

9% 	

10% 	

6% 	

54% 	

18%	

29% 	

38% 	

19% 	

50% 	

54%	

31% 	

26% 	

40% 	

90%	 69% 	

56% 	

19% 	30% 	

56% 	

2-4. 国立台湾大学（学科別）	



ご意見・コメントがあればお願いします（自由掲載）。

（質問で興味があると答えた学生のコメント）	

	

・このプログラムは大学院専用ですか？	

・留学プログラムや語学研修プログラムはたくさんあるが、管轄がたくさんあってどこに行けば情報が手に入るか全くわからない、宣伝の仕方を工夫するべきで

ある。	

・いろんなプログラムがあるけど、担当の部署がそれぞれ異なりわかりにくい。どこかに一本化してほしい。あと、もっとプログラムの宣伝してほしい。	

・新歓期に同様のプログラムを利用している人と会う機会があったので、そういうのに参加するチャンスがあればいいなと思っていました。	

・せっかく、他の大学に留学して修士の学位が取れるというのに、それに見合ったような研究できる長期間な時間が用意されていると良かった。	

・環境系の勉強が海外でできればと思う。	

・学期ごとに異なる環境で学べるところにとても魅力を感じました。詳しいことを知りたいです。	

・英語力がほしい。	

・ジョイントディグリーは魅力的ですが、日本でいう博士課程１年の６月までかかってしまうのがちょっと惜しいです。就職などはどうなるのか気になりました。	

	

	

・行きたいです。	

・いつから導入されるのでしょうか。とっても興味があります。	

・今後はグローバル化が益々進むので、積極的に大学側で海外と交流する機会を作ってくれるのは良いと思う。	

・分野横断的に学べるカリキュラムが興味深いと思った。	

・自分の経験値を上げるため、海外へ行ってみたいです。言語は英語ですか？	

・“はい”と答えたが、言語には自信がない。また、それだけの能力が自分に伴っているのかどうかも不安。	

・すばらしい。	

・宿舎の質が気になる。	

・興味はありますが、治安が不安です。具体的に何年度から始まるのでしょうか。（フロンティア修士終了後に応募可能か、可能な場合学位はどうなるのか）	

	

	

・生命環境の研究に興味を持ちました。	

・もうすでに修士を持っています。	

・かなりの負担になるような低〜中収入の国から来た学生に、お金の支援があればより良くなると思います。	

<UT: 生物資源学類>	

<UT: 医療科学類>	

<UT: サマープログラム出席者>	



	

・とてもいいと思います。募集人数は増やして欲しい。	

・いつから始まりますか？言葉が通じないのでは？	

・3つの大学中2つを選べるほうが魅力的だと思います。3つとも行かなければいけないよりはいいです。	

	

	

・各学部、大学院の掲示板にこのプログラムのニュースや募集などをお知らせしてほしい。	

・詳細を知りたい。	

	

	

・プログラムの名前はすぐにbiotech/health careと思いつきません。	

・このプログラムを卒業したらどのような機構や会社に入れるか？具体的にどのような仕事を紹介してもらえるか？ちゃんと教えてもらったらもっと興味を持て

ます。実務的な人材を育つ目的とはとても魅力的だと思います。	

・卒業論文なしの修士課程というのは台湾の教育部は認めてくれますか？	

・大部分の学生にとって、生活費と航空券は両方自分負担になると結構重いです。このプログラムは金持ちしか参加できないじゃないかと思います。入学資格

は不明ですね。金融、財務、法律関係の専攻では入学可能でしょうか？新卒？仕事経験がある社会人？どっちが対象でしょうか？	

・募集人数は増やしてほしい。	

	

	

・3つの大学にいられることは珍しくて悪くないと思いますが、1つの大学にいる時間が短すぎると思います。トレーニングや、教授先生からの指導などは短期し

かできません。（通常の）大学との差はたぶん実験室にいられる時間が増えることかもしれないが、実験のデザインや実験のフローなどの修正能力の習得なら、

短期間内には難しいと思います。1つの大学に2学期にすればベストだと思います。	

・言葉の問題が心配です。TOEFLは何点が必要でしょうか？	

・このプログラムはヨーロッパの Erasmus学位と似ていますが、Erasmusは卒業論文が必須みたいですが、このプログラムはありませんね。最大の欠点です。	

・企業界に接する機会はどのような選択肢がありますか？	

・卒業論文の代わりに実習を行うことについて、学生にとって就職の前のステップの意味でとてもいいと思います。	

・いい感じですね。これからもこのようなプログラムがたくさんあればいいですね。	

・具体的な情報がほしい。	

	

	

・いいですね。外国に飛べますね。	

・もっと機会を得られる。	

<NTU: 医学院（職能治療学系以外）>	

<NTU: 全球衛生中心>	

<NTU: 「生物技術与智慧財産権」出席者>	

<NTU: 「生技産品創新研発与行銷」出席者>	

<NTU: 「動物細胞実験法」出席者>	



（質問で興味がないと答えた学生のコメント）	

	

・自分は日本語の授業ですら一杯一杯なのに、英語になってしかも違う国で学ぶのはハードル高すぎる。	

・ボルドー大学、台湾大学は筑波大学と比べてどんなことをより学べるかわからないため、興味がわきません。	

・プログラムの前に英会話の練習機会があるといいですね。	

・もう少し対象の分野を増やすか、あるいは多分野のカリキュラムも考案してほしい。	

・プログラムのコンセプトはすごくいいと思います。	

	

	

・内容に興味があるが、英語に自信がない。	

・短期であれば興味はある。筑波大学でやりたいことがある。	

	

	

・素晴らしいプログラムで、自分の研究にとっても世界の大学で学べることはいいことです。しかし、異なる方向から研究を進めたいです。このプログラムを自分

の大学に知らせようと思います。興味を持ったら応募するかもしれません。	

・他の研究分野にも体験できる良い理念だと思います。	

・もうすでに修士を持っています。	

	

	

・多分、専攻と一致していれば、とても興味を持てると思います。	

	

	

・英語力に自信がないけど、外国へ行ってみたいです。でもこのプログラムはr長いから、現在は決められません。	

	

	

・博士プログラムも提供できればいいかもしれない。この修士のプログラムはとてもいいと思います。	

・どうやって産業界にアプローチしに行けば繋がりますか？競争優位は？	

	

	

・航空券を提供してくれればうれしいです。共通の学位というのと一般的な修士の学位との違いがよくわかりません。少し疑問を抱きます。	

・ぜひ実現してほしいプログラムです。僕はもう会社で働いていて間に合いませんが、まだ若い後輩たちにとってはすばらしいチャンスだと思います。	

<UT: 生物資源学類>	

<UT: 医療科学類>	

<UT: サマープログラム出席者>	

<NTU:医学院（職能治療学系以外） >	

<NTU: 全球衛生中心>	

<NTU: 「生物技術与智慧財産権」出席者>	

<NTU: 「生技産品創新研発与行銷」出席者>	


